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共立女子大学文芸学部図書館司書課程の
新カリキュラム運用とその展望
藤田岳久
しも むら よう
下村陽子
1.はじめに
97 
共立女子大学文芸学部では、図書館司書課程の新カリキュラムの運用を 2012年度より
開始した。本課程は2年次から開始されるため、本格運用開始は2013年度からであり、
今年度（2015年度）は2年次から4年次まで新カリキュラムとなる、いわゆる「完成年
度」である。！日カリキュラムから新カリキュラムへの移行の際には少々の混乱はあった
が、全般にスムーズに移行することができた。
本稿では、完成年度である今年度をひとつの区切りととらえ、カリキュラムの内容、文
部科学省および本課程の意図、運用の実際について報告を行い、問題点および今後の展望
について述べる。
2.図書館司書課程の新カリキュラム
図書館司書課程は図書館法（昭和25年4月30日法律第118号、最終改正平成23年12
月14日法律第122号）(1）と図書館法施行規則（昭和25年9月6日文部省令第27号、最
終改正平成23年12月1日文部科学省令第43号）(2）に基づいて設置される。その要旨は
以下のとおりである。
・大学を卒業した者で、大学において「図書館に関する科目Jを修得した者は司書と
なる資格を有する0
・「図書館に関する科目Jは図書館法施行規則（文部科学省令）で定める。
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図書館法も同施行規則も最初の施行は昭和25(1950）年であり、相当古い法律である
と言える。図書館の役割は、世の中の情報を収集し、それを利用しやすくなるように組織
化し、利用者に提供することにある。図書館の扱う「世の中の情報Jが主として図書とい
う「容れ物Jによって流通していた当時と比べ、現代はコンビュータとインターネットを
基盤としたデジタル情報が流通する時代である。また、図書館の在り方も時代の流れとと
もに少しずつ変わってきた。そのような状況に柔軟に対応すべく、国は法律および省令の
何度かの改正を行ってきた。
2. 1 図書館法施行規則の f図書館に関する科目jの概要
平成21(2009）年4月、文部科学省より「図書館法施行規則の一部を改正する省令」
（平成21年文部科学省令第21号）(3）が公布された。新しい「図書館に関する科目J（司書
資格取得のための科目一覧）を示すとともに、図書館司書課程を設置している大学におい
て平成24(2012）年度から新しい「図書館に関する科目Jに基づいたカリキュラムを展
開することを定めている。「図書館に関する科目Jの改正にあたっては、文部科学省生涯
学習政策局に設けられた有識者会議「これからの図書館の在り方検討協力者会議J（以下
「協力者会議Jと略す）がその内容を検討し、平成21(2009）年2月に報告書ωを発行し
ている。
「図書館に関する科目J（以下「省令科目Jと記す）の全体像とその意図を把握するに
は、省令に含まれている新旧省令科目の対応表（読替表）および協力者会議の報告書に含
まれる新旧比較表を参照することが早道である。表lにそれらを統合したものを示す。な
お、この表は共立女子大学文芸学部図書館司書課程のカリキュラムにおける科目との対応
をも示す。
［新しい省令科目の概要】
「基礎科目J「図書館サービスに関する科目J「図書館情報資源に関する科目Jの3つの
区分を設け、それぞれに3ないし4の科目を置き、これを必修科目とする。 3つの区分の
内容をより深く学ぶための「特論」、および図書館施設や図書館史、演習や実習を含めた
選択科目群から 2科目を選択させる。
必修科目の3つの区分について、以下に解説する。
・基礎科目…図書館業務全体に関わることを学ぶ。
・図書館サービスに関する科目…図書館では利用者への情報提供活動全般を「図書
館サービスJと称する。この区分の科目では、様々な図書館サービスについて学ぶ。
? ? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ? ?? ｝
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ??
?
省
令
科
目
の
新
旧
対
応
，
お
よ
び
省
令
科
目
に
基
づ
く
本
課
程
の
科
目
一
覧
旧
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
課
程
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
省
令
科
目
省
令
科
目
課
程
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
*
 
生
涯
学
習
概
論
2
 
生
涯
学
習
概
論
一一ー
＿＿
.，
生
涯
学
習
概
論
2
 
生
涯
学
習
概
論
2
 。
普
図
書
館
概
論
2
 
図
書
館
概
論
2
 ト
一一
一惨
図
書
館
概
論
2
 
図
書
館
概
論
2
 。
図
書
館
情
報
技
術
論
2
 
図
書
館
情
報
技
術
論
2
 
必
図
書
館
経
営
論
2
 
図
書
館
経
営
論
ト
一
一
＋
図
書
館
制
度
・
経
営
論
2
 
図
書
館
制
度
・
経
営
論
2
 
必
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
論
2
 
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
論
2
 ト
ー
＋
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
概
論
2
 
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
概
論
2
 
情
報
サ
ー
ビ
ス
概
説
2
 ト
一
一
＋
情
報
サ
ー
ビ
ス
論
2
 情
報
サ
ー
ビ
ス
論
2
 
修
児
童
サ
ー
ビ
ス
論
2
 
児
童
サ
ー
ビ
ス
論
ト
一
一
＋
児
童
サ
ー
ビ
ス
論
2
 
児
童
サ
ー
ビ
ス
論
2
 
修
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
演
習
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
演
習
ト＋
情
報
サ
ー
ピ
ス
演
習
2
 情
報
サ
ー
ビ
ス
演
習
字十
情
報
検
索
演
習
2
 情
報
検
索
演
習
情
報
検
索
演
習
。
手ヰ
図
書
館
資
料
論
2
 
図
書
館
資
料
論
2
 ←
一
一
＋
図
書
館
情
報
資
源
概
論
2
 
図
書
館
情
報
資
源
概
論
2
 
専
門
資
料
論
2
 
専
門
資
料
論
1
 ... ・
E
・－
目
資
料
組
織
論
I
2
 
資
料
組
織
概
説
2
 
_., 
情
報
資
源
組
織
論
2
 情
報
資
源
組
織
論
2
 
目
一
資
料
組
織
論
E
2
 
資
料
組
織
論
I演
習
資
料
組
織
演
習
2
 
一骨
情
報
資
源
組
織
演
習
2
 情
報
資
源
組
織
論
演
習
A
阿国圃圃・ー
資
料
組
織
論
E
演
習
1
 
情
報
資
源
組
織
論
演
習
B
図
書
及
び
図
書
館
史
2
 
図
書
及
び
図
書
館
史
図
書
館
基
礎
特
論
図
書
館
基
礎
特
論
2
 
択選科目
資
料
特
論
1
 
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
特
論
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
特
論
2
 
選
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
2
 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
1
 
_., 
図
書
館
情
報
資
源
特
論
図
書
館
情
報
資
源
特
論
2
 
択
（
情
報
検
索
演
習
に
含
め
る
）
情
報
機
器
論
図
書
・
図
書
館
史
図
書
及
び
図
性
館
史
2
 。
図
骨
館
特
論
2
 
図
書
館
特
論
図
書
館
施
設
論
科
図
書
館
総
合
演
習
日
図
書
館
実
習
図
書
館
実
習
表
1
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
単
位
数
を
表
す
宰
＊
欄
は
「
卒
業
要
件
に
含
め
ら
れ
る
科
目
J.
す
な
わ
ち
学
部
専
門
科
目
の
一
部
を
な
す
科
目
・
旧
「
図
書
及
び
図
書
館
史
J
と
新
「
図
書
及
び
図
書
館
史
」
を
対
応
さ
せ
る
0
・
旧
「
図
書
館
特
論
J
と
新
「
図
書
館
基
礎
特
論
」
を
対
応
さ
せ
る
。
・
旧
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
」
と
新
「
図
書
館
サ
ー
ピ
ス
特
論
J
を
対
応
さ
せ
る
。
・
旧
「
資
料
組
織
論
J
に
対
し
新
「
情
報
資
源
組
織
論
J
は
単
位
数
が
減
っ
た
た
め
読
替
え
で
き
ず
並
行
開
講
す
る
0
・
新
「
情
報
検
索
演
習
J
「
図
書
館
情
報
技
術
論
」
の
修
得
を
以
て
旧
「
情
報
検
索
演
習
J
（省
令
科
目
「
情
報
機
器
論
」
の
内
容
を
含
む
）
に
読
み
替
え
る
。
100 
・図書館情報資源に関する科目…図書館で扱う情報（図書、映像資料、インター
ネット上の情報等様々である）を「情報資源」と称する。この区分の科目では、情
報資源の種類や特性、扱い方、その組織法について学ぶCS¥
なお、図書館法施行規則においては必修科目の3区分はなされておらず、協力者会議の
報告書にのみ記されている。また、協力者会議の報告書には各科目の狙いや内容が細かく
示されている。
［文部科学省と協力者会識の意図すること】
新省令科目の科目名、および協力者会議の報告書から読み取れる改正の意図を以下に示
す。
・旧省令科目の大枠は変えず、時代に合った言葉による科目名称に変更する。これは
すなわち、図書館および司書の業務そのものの捉え方はこれまでに確立されている
ので変更はせず、扱う図書館資料の種類や図書館の社会的役割の変化を反映させた
ということである。
・3つの区分を設けることにより、図書館業務の大まかな区分を示すとともに各科目
の位置付けを明確にする。
・従来の図書館資料（図書、音声や映像のパッケージメディア等）に加え、近年は
ネットワーク情報資源（特にインターネット経由で得られる情報）も図書館が扱う
対象であるという考えが一般的である。そこで、科目名に含まれる「資料」という
言葉を「情報資源Jに変えている。一般に、「資料jは中身（情報）と容れ物が不
可分なもの（文字が印刷された図書、映像が記録されたDVD等）を指し、「情報
資源Jは中身だけのものを指す。
・ネットワーク情報資源を扱うことに加え、既存の図書館資料のデジタル化や、図書
館業務のコンビュータ化が一般的になりつつある現状を踏まえ、コンビュータや
ネットワークの技術を学ぶ「図書館情報技術論Jを必修としている。旧省令科目に
は「情報機器論」があったが、文部科学省が定めたその科目内容は「各種情報機器
の機能・種類・利用等について学ぶ」であり、明確にコンビュータネットワークに
は触れていなし、。また、この科目は選択科目であった。
・選択科目ながら「図書館実習」を設けている。図書館の現場で学ぶことの重要性を
示している。
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2.2 共立女子大学文芸学部図書館司書課程の対応
省令科目におおよそ基づきつつ、各大学はそれぞれの事情で科目の統合・分割および命
名をしてよいこととなっているω。たとえば、学部専門科目の内容がある省令科目の一部
をカバーしている場合に、カバーされていない部分の科目を新設し、 2科目合わせてその
省令科目に相当するものとする、等である。文芸学部図書館司書課程においては、カリ
キュラム立案にあたって以下のように考えた。表l右側の本諜程科目一覧を適宜参照され
たい。
[f情報資源組織論Jの扱い】
「情報資源組織論Jは分類法および目録法について学ぶ科目であるo 旧カリキュラムで
は分類法および目録法の重要性を考え、旧省令科目「資料組織概説Jに相当するものとし
て「資料組織論IJ「同E」を設置し、文部科学省の示す時間の2倍の時間をかけていた。
新カリキュラムでもこの考えを引き継ごうと考えていたが、資格要件単位数が増え学生の
負担になることが懸念されたため、文部科学省の考えどおりの時間数とすることとした。
｛「情報検索演習jの設置】
旧省令科目「レファレンスサービス演習Jと「情報検索演習」を発展的に統合し、新省
令科目に「情報サービス演習jが設けられた（協力者会議の報告書より）。一方、文芸学
部では情報検索の技術が司書課程学生のみならず全学生に有用なものであるとの観点か
ら、旧カリキュラムでは「情報検索演習Jを学部専門科目（選択科目）としていた。今後
もこの方針を貫けるよう、「情報サービス演習Jと「情報検索演習Jを設置し、それを合
わせて新省令科目の「情報サービス演習Jに相当するものとした。また、これは、情報検
索の技術がひとつのまとまった「学びの単位」であることを司書課程の学生に知ってもら
うためでもある。
｛配当年次（履修学年指定）］
文部科学省は「図書館概論を冒頭で学ぶことが望ましいJとのみ言っているo多くの司
書課程設置大学では「基礎科目Jを低年次に配当しているが、本課程では「図書館情報技
術論」の内容、すなわち図書館業務へのコンビュータの適用や資料のデジタル化について
は、「図書館概論Jおよびある程度の各論を学んだ上で「ではこれらをコンビュータ化・
デジタル化するにはどうしたらいいかJと考えさせることが理解度を上げることになるだ
ろうと考え、「図書館情報技術論jを3年次に配当することとした。
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4年次
｜図書館実習｜
図1 科目配当年次と届修の流れ
点線で囲んだ科目は．この中のいずれかの時期で履修することを示す
また、選択科目の3つの「特論Jについては、必修科目の内容をより深める内容である
から、 3年次後期および4年次に配当したいところであるが、昨今の4年次学生の就職活
動等による忙しさを考慮し、 3年次前期・後期配当でやむなしとした。
以上の考えに基づく全体の履修の流れのモデルを図lに示す。
［選択科目］
文部科学省によれば、選択科目はすべて開講する必要はなく、学生が在学中に2科目履
修できれば問題はないとのことである。本課程においては以下のように考えた。
•3 つの区分の「特論J は必修科目の内容を深める重要な科目ととらえ、すべて開講
する0
・これまでに開講している「図書及び図書館史Jは新省令科目「図書・図書館史」に
相当するものとしてそのまま移行する。
・「図書館施設論Jは専門家が少なく、教員確保が難しいと考え開講しないこととし
た。
・文部科学省によれば「図書館総合演習Jはゼミや卒論指導として行われることを想
定している。図書館司書養成課程が独立した学部等ではなく学部に含まれる本課程
の場合、一部の演習（2・3年次向けゼミ）や一部の卒論ゼミを本課程の学生のみ
に向けたものにすることは難しい。よって、この科目は開講しないこととした。
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・「図書館実習Jは｜別講することとした。旧カリキュラムでは「図書館特論」の授業
内で本学図書館での3日間の実習を行っていたが、当時の実習生から「とてもため
になった」「今までの学習内容の理解が深まった」という感想を聞き、短い期間で
も現場の経験は有効であるとの感触を得ていた。ただし、文部科学省は公共図書館
の司書を育成することを念頭に置いており、「図書館実習Jでは公共図書館におけ
る業務を経験させることを原則としている。また、独立した科目となるので実習期
間が3日間では短い。本科目は4年次に配当したので、平成24(2012）年度入学
生が4年次になる前の平成26(2014）年度までに実習先確保の方法や実習期間の
検討を行うこととした。
・文部科学省は選択科目の単位数をすべて l単位に定めたが、これは講義科目だと
「半期の半分Jということになるo これでは学びの時間としては不十分であると考
え、本課程においては講義科目の選択科目はすべて2単位とした。
【新l目カリキュラム聞の読替え］
ごく短い期間ではあるが、新カリキュラム科目の修得を以て旧カリキュラム科目に読替
える措置が必要となる。省令では読替え先の旧カリキュラム科目を「経過科目」と称して
いる。本課程のカリキュラムではこの省令で示された読替え規則に若干の変更を加えた。
表1の左下にそれを示す。
｛文芸学部専門科目との重なり］
「情報検索演習Jを学部専門科目の一部としたことは前述したが、旧カリキュラムでは
これを含め8科目 15単位を学部専門科目の一部としていた。しかし、「図書館概論jを履
修していない課程外学生がいわゆる「単位稼ぎJのために履修するケースが少なからず見
られ、かつ、これが授業進行を妨げることもあったので、新カリキュラムでは学部専門科
目とする科目の見直しを行い、 4科目 7単位にとどめた（表l右側の肯欄を参照）。
3.新カリキュラム運用の実際
新カリキュラムは平成23(2011）年6月の文芸学部教授会および同月の学部長・科長
会で承認され、その後学岡常務理事会で承認され、文部科学省の審査を受けて、平成24
(2012）年度より開始された。既述のとおり、本課程は2年次から開始されるため各科目
が本格的に開講されたのは平成25(2013）年度以降である。
表1に示したとおり、新旧省令科目の聞に対応関係があるため、各担当教員が文部科学
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省の意図する「ネットワーク情報資源をも図書館が扱う対象にするJという点をふまえた
授業内容の見直しをすることで、新カリキユラムの運用は大きな混乱や問題はなく、これ
まで進められている。以下、特に新旧カリキュラム学生が併存していた時期の問題点等を
記す。
【文芸学部カリキュラム改定との関連1
文芸学部はその専門科目のカリキュラムの改定準備作業を 2009（平成21)年度から開
始し.2010年3月頃に改定時期を 2012（平成24）年度と定めた。文芸学部と本課程のカ
リキュラム改定のタイミングが運良く合うこととなり．本課程にとってありがたいことで
あった。もしこれがl～2年ほどずれていたとすると、同時に3種類以上のカリキュラム
学生が存在することとなり、運用は極めて煩演なものとなったに違いない。
［一部の編入生の扱い】
省令では「平成24年以降に大学に入学した者Jを新省令科目の適用対象としている。
これには平成24(2012）年度以降に編入学をした者も含まれる。文芸学部は三年次編入
生を受け入れているが、この規則により、平成24(2012）年度と平成25(2013）年度編
入学の三年次編入生は「文芸学部専門科目は旧カリキュラム、司書課程は新カリキュラ
ム」という特別な扱いをしなければならなかった。「文芸学部と本課程のカリキュラム改
定のタイミングが同じであったため同時に3種類以上のカリキュラム学生は存在しなかっ
たJと前述したが、実際にはごく少数（2年間で10名以下）ではあるが「3種類目のグ
ループJが存在したことになる。これらの学生には以下の措置をほどこした。
・新旧省令科目の対応表および本課程での読替え規則は「新カリキュラム科目を履修
することで旧カリキュラム科目に読替えるJためのものであるが、これを逆に使用
し、旧カリキュラム科目を「新旧同時開講jをしているものとみなした（読替えで
はない）。
・新省令科目に新しく含まれた「図書館情報技術論J(3年次配当）は、本件に該当
する学生のために平成24(2012）年度に特別に開講した。
・同じく新省令科目に新しく含まれた「図書館実習J(4年次配当）についても、本
件に該当する学生のために平成24(2012）年度と平成25(2013）年度に特別に開
講した。ただし履修希望者はいなかった。
・文芸学部のカリキュラムにおいては、新カリキュラム科目の履修を以て旧カリキュ
ラムに読替えることとした。これにより、学業成績証明書には旧カリキュラム科目
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名が、司書課程の単位取得証明書には新カリキュラム科目名が記されることとな
る。
なお、平成26(2014）年度以降編入学の三年次編入生は平成24(2012）年度入学の学
生と同じ扱いになるため、現在はこの特別措置は終了している。また、平成24(2012) 
年度の科目等履修生および平成25(2013）年度に3年次以上配当の科目の履修を希望す
る科目等履修生にも同じ措置を行った。
【資格取得できずに卒業した旧カリキュラム学生］
司書資格を取得できずに卒業してしまっても、不足単位を科目等履修生として修得すれ
ば（他大学で修得してもよい）、資格を得ることができる。ただし、省令によれば、旧カ
リキュラム学生（平成23年度以前に入学した者）であっても卒業後は新省令科目に相当
する科目を修得する必要がある。在学中に修得した科目は新省令科目に読替えができる
が、「図書館情報技術論」だけは新たに履修しなければならない。これに該当する者が数
名いた。
[r情報資源組織論Jの移行］
新カリキユラムを開始してから 2年目の平成25(2013）年度から新カリキュラム学生
のための「情報資源組織論Jが開講された。この科目は省令では旧省令科目の「資料組織
論Jと読替えの関係にあるが、本課程においては科目数と単位数を減らしたため、旧カリ
キュラム学生が新カリキュラム科目の履修を以て旧カリキュラム科目に読替えるというこ
とができない。旧カリキュラム科目を修得していないごく少数の｜日カリキュラム学生のた
めに新旧科目を並行開講することとなり、担当者の負担が増した。この措置は平成26
(2014）年度までの2年間必要であった。
[r図書館実習jの実際］
平成27(2015）年、新カリキユラム lj羽生、すなわち平成24(2012）年度入学生が4
年次となり、「図書館実習Jを開講した。開講前年度までに以下のことを決めた。
・実習期間は6日間とする。
・実習先の公共図書館は履修者自身で探して受け入れ交渉をすることを原則とする0
・事前学習の時間を 90分× 3回設ける。
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表2 平成27(2015）年度「図書館実習Jの実習先と実習期間
実 習 先 人数 実習期間
2 8月31日 9月5日
世田谷区立代田図書館
2 9月14日～19日
市原市立中央図書館（千葉県） 9月1日～6日
9月25日～10月1日
横須賀市立南図書館（神奈川県）
（休館日の9月28日を除く）
履修登録者は6名であった。実習先確保については交渉等に不慣れな者もいることを考
感し、教員があらかじめ世田谷区立代田図書館と交渉して数名の受入枠を確保した。結
果、 2名が自力で実習先を確保できた。表2に実習先と実習期間をまとめる。
本科目の授業は集中講義としたため、事前学習の時間は履修者6名が他の授業のない共
通の曜時限を前期授業期間中に3回確保することを試みた。結局思うように時間を取るこ
とができず、事前学習の時間は2回にとどまった。事前学習では、これまでに各科目で学
んできた重要な用語や概念を問答形式で確認するという方法をとった。特に現場での業務
に必要な用語等を精選して出題したが、 2年次の授業で学んだことは忘れている者が多く、
時間が不足気味ではあったが実習のための学習としては有効であった。
実習期間中には、教職課程の教育実習に倣い、担当教員が手分けをして実習先を訪問し
先方の担当者への挨拶および実習生の視察を行った。どの実習先でも、本課程の実習生は
知識や技術をよく習得しており業務への馴染みが早いという高評価をいただいた。
4.新カリキュラムの今後
新旧カリキユラムの過渡期には前章で述べたような少々の問題が起きはしたが、完成年
度を迎え、おおよそ「落ち着いたJと言うことができる。しかし、問題点や検討すべき点
がないわけではない。教育内容の面から、また課程の運用の面から、今後の展望を述べ
るo
｛図書館実習の実習先確保と実習期間、事前学習］
実習先確保は他大学との競争である。本学教務課からは、多くの大学が実習先確保に早
めに動き出すようだとの情報をいただいたo今年度は問題なく実習先を確保できたが、今
後は前年度後期の授業が終了する 2月上旬あたりから実習先確保に動き出すことを検討し
たい。一方で、実習先訪問の際に「どんなに大変でも、次世代の図書館員を育てるための
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仕事ですから、積極的に実習生の受け入れを行いたいと思いますjという言葉を先方から
いただき、来年度以降実習先が確保できるだろうかという不安が少し拭われた。公共図書
館と密なつながりを作ることで「馴染みの図書館Jを確保する努力も今後必要となろう。
実習先に迷惑をかけないようにするには、より内容の濃い事前指導を行うことが必須で
ある。今後、実習先図書館の特徴の調査、本学図書館の見学、レファレンスサービスの実
習等を行い、内容を充実させたい。併せて、実習期間（6日間）が妥当であるかどうかも
検討するo
[f図書館情報技術論Jの内容］
協力者会議の報告書によると、「図書館情報技術論」では、図書館業務に必要な基礎的
な情報技術、すなわちコンビュータやネットワーク、図書館業務システム、データベース
のしくみについて学ぶ、とある。いくつかの出版社から出版されている教科書も、おおよ
そこのような内容である。しかし、今年度「図書館実習jの事前学習の準備を行っている
際に、「図書館情報技術論Jの内容はこれでいいのだろうかという疑問を持った。
極端に言えば、図書館実習の事前学習に「図書館情報技術論Jの内容はなにも必要な
い。これは即ち、図書館の通常業務に「図書館情報技術論Jにて学ぶ内容がほぼ必要ない
ということである。図書館員は資料の受入や貸出、返却の際に図書館業務システムを使用
するが、その内部のしくみを知らなくても使用できるo多くの図書館業務システムはその
内部でデータベースの技術を使用しているが、これについてもしくみを知らずとも図書館
業務システムを使用できるo しくみを知るべきであるという考え方は、たとえて言うなら
ば、電話機を使用する者に「電話機および電話網のしくみを学びなさい」ということと同
じである。
情報技術についての知識が必要となるのは、コンピュータやネットワーク機器、図書館
業務システムの導入や更新を行う場合であるo これは通常業務ではない。また、このよう
なことはシステムベンダやシステムインテグレータ（いわゆる「導入業者」）に依頼する
ことが一般的であり、成熟した業者であれば「しくみJの知識を持たない図書館員に対し
でも適切なシステムの提案をわかりやすく行ってくれる。
図書館業務システムの業界では、システムが従来持っている機能（資料管理、利用者管
理、貸出返却処理、取次会社との連絡、資金管理等）に加え、デジタル情報資源の管理機
能やインターネットからの情報獲得機能、それらを利用しやすくするための知識ベースの
機能等を盛り込んだ次世代型システムが実用化されつつある（7）。このような「成長するシ
ステムJを、使用する図書館員の視点から解説することのほうが必要なのではないだろう
か。
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一方、協力者会議報告書には「Webページによる情報発信Jrネットワークセキュリ
ティJ「デジタルアーカイプJ等のキーワードも掲げられている。これらについては最新
の動向を追加しながら解説することが重要と考えている。
【各科目でのコンビュータの使用】
協力者会議の報告書によれば、「図書館情報技術論Jに適宜コンピュータ使用演習を含
めることが望ましいとされているが、各科目の内容に関する情報技術に、それぞれの科目
の授業で実際に触れてみるというのも理解を深めるためには有効である。以下のような授
業内容が考えられる。
・「情報資源組織論演習BJ（「情報資源組織論Jで目録法を学んだ後、実際に目録作
成を行う科目）において、コンビュータおよびネットワークを使用した共同目録を
作成する。
・「児童サービス論Jにおいて、子供向けデジタル資料やデジタル教材等を実際に操
作してみる。
・「図書館情報資源概論Jあるいは「図書館情報資源特論」、もしくは「情報サービス
論Jr情報サービス演習Jにおいて、ハーベスタを使用してデジタル情報コレク
ションを形成してみる。従来のコレクション形成に相当するものと位置づけること
もできるし、特別展示にネットワーク情報資源を含める際の一助ともなりうる。
【時間割】
文芸学部と本課程のカリキュラム改定が同時に行われたことは既述であるが、文芸学部
はその際に教職課程に情報科を新たに加えた。情報を扱う図書館の司書資格と教職情報科
免許の両方を取得しようとする者が現れることは容易に想像でき、実際にそうする者が存
在する。そのような中、新カリキュラム l期生から早くも「時間割の関係で両方を取得で
きずに卒業を迎えるJ者が出た。今後、時間割作成時には注意をしなければならない。あ
るいは、司書課程を l年次から開始することも視野に入れる必要があろう。
5.おわりに
本稿では、文部科学省令に基づいた文芸学部図書館司書課程のカリキュラム改定とその
内容、移行を含めた運用の実際、問題点と展望について述べた。このような総括をするこ
とで、運用の忙しきの中で見落としがちな問題を整理し、科目聞の関係を見直し、今後の
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よりよい課程運営につなげることができる。
公共図書館をめぐる環境は変化の一途をたどっている。近年の活字離れやインターネッ
トの普及は当然のことながら図書館利用者数の低迷を招く。利用者数が減れば予算が削減
され、提供情報資源の質の低下が起こる。そうするとさらに利用者数が減る。現場の図書
館員は利用者になんとか足を運んでもらおうと様々な工夫をしている。そのような現場に
役立つ図書館司書とは、図書館を知り、情報資源を知り、図書館サービスを知り、そして
人を知り地域を知り世の中を知り、知見を基に考えることのできる者である。共立女子大
学文芸学部は文学と芸術を通して「人を知り世の中を知るJ「自ら情報を集め考える」人
間を育てることを目標の一部としており、図書館運営に役立つ者の育成環境として最適で
ある。文芸学部の力を借りながら、本課程でこのような人材を育てていければ、と，思って
いる。
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